Improving Reading and Writing Education in the Faculty : An Introduction to the Reports from the Project for Higher Education Development by OSAWA, Takeshi
－ 93 －
　大学における「読み書き」教育の改善に向けて
― 教育改善プロジェクト 2010 の目的と概要 ―
Improving Reading and Writing Education in the Faculty: 
An Introduction to the Reports from the Project




The authors are members of a project to reevaluate and redesign the way in which reading and writing 
is taught and studied at our university. This paper introduces the studies that follow, in which each 
member presents the activities of the project from his or her own perspective.
　My own paper provides an overview of the background, purpose, and progress of the project, and 
proposes some suggestions for improvements in the future. First of all, we need to formulate a clear 
method for teaching and studying reading and writing. This will enable us to construct a systematic 
education for logical thinking. Second, we should work to develop innovative, dynamic methods of 
teaching to help our students acquire higher knowledge. Thirdly, systematic support is essential to 












































































































































































































































































日 時 報  告  者 報 告タ イト ルお よ び 内容
























































日時 視　察　者 視 　 察 　 対 　 象
9月 28日 大澤　健，藤木剛康 津田塾大学ライティングセンター
早稲田大学ライティングセンター
12月 27日 阿部秀二郎 名古屋大学附属図書館
　ラーニングコモンズ，ライティングセンター



































































































































































お わ り に
　本プロジェクトが掲げた目的に対して，昨年度中に得られた成果は全く十分なものではな
い。むしろ，調査を行うほどに問題領域を拡大させ続けることで，問題の大きさにたいして
プロジェクトの成果が相対的にみすぼらしくならざるをえない方向へと自ら進んで行ったよ
うに感じる。
　しかし，現在の多くの研究成果を知り，他大学の取組みを学ぶことによって，ある程度の
方向性を定めることができたものと考えている。また，こうした成果は先行的な実験による
長い試行錯誤の結果として得られたものであり，教育改善をこれから行おうとする場合には
「後発の利益」を享受することが可能であることも分かった。それゆえ，道は遠いもののそ
の一歩を踏み出す必要性と，それが可能であることを示しえていれば，本プロジェクトには
一定の成果があったのではないかと考えている。
（10）
（10）本プロジェクトは，2011年度の教育改善事業にも継続申請し，採択されている。それゆえ，2010年度
の成果をさらに発展させるために継続的な調査研究を行う予定である。

